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く
じ
で
そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を
選
び
ま

す
。
選
ば
れ
た
人
に
は
、
裁
判
所
に
来
て
も
ら

う
日
時
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

�

③
裁
判
所
で
、
候
補
者
の
中
か
ら
裁
判
員
を
選

ぶ
た
め
の
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

裁
判
長
か
ら
、
裁
判
員
に
な
れ
な
い
理
由
が

な
い
か
ど
う
か
、
辞
退
希
望
が
あ
る
場
合
は
そ

の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
す
。
裁
判

員
に
な
れ
な
い
理
由
の
あ
る
人
や
辞
退
が
認
め

ら
れ
た
人
は
候
補
者
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
検
察
官
や
弁
護
人
は
、
双
方
と
も
、
法
律

で
決
め
ら
れ
た
人
数
の
範
囲
内
で
候
補
者
か
ら

除
外
さ
れ
る
べ
き
人
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
、

指
名
さ
れ
た
人
は
候
補
者
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

�

④
裁
判
員
に
選
ば
れ
ま
す
。

　

除
外
さ
れ
な
か
っ
た
候
補
者
か
ら
、
裁
判
員

が
選
ば
れ
ま
す
。

○
ど
れ
く
ら
い
の
確
率
で
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

の
で
す
か
？

　

平
成　

年
の
統
計
で
み
る
と
、
仙
台
地
方
裁

18

判
所
管
内
に
お
け
る
刑
事
事
件
数
１
、
2
9
2

件
の
内
、
裁
判
員
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
対

象
事
件
は
、　

件
あ
り
ま
し
た
。

54

　

最
近
３
年
の
間
の
数
値
で
み
る
と
、
平
均
で

年
間
約　

件
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
宮
城
県
の
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有
権
者
が
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
て
、
裁
判

所
に
呼
び
出
し
を
受
け
る
可
能
性
に
つ
い
て
計

算
す
る
と
、
約　

人
に
１
人
の
確
率
と
な
り
ま

７６０

す
。
そ
の
中
か
ら
裁
判
員
の
６
人
に
選
ば
れ
る

の
は
約
６
、
３
０
０
人
に
１
人
と
い
う
確
率
に

な
り
ま
す
。

④
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、
自
動
車
を
運

転
し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
危

険
運
転
致
死
）

⑤
人
が
住
ん
で
い
る
家
に
放
火
し
た
場
合
（
現

住
建
造
物
等
放
火
）

⑥
身
の
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を
誘
拐
し
た

場
合
（
身
の
代
金
目
的
誘
拐
）

⑦
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、
放
置
し
て
、
死

亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責
任
者
遺
棄
致
死
）

○
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ
る
の
で

す
か
？

①
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
、
翌
年
の
裁
判

員
候
補
者
と
な
る
人
を
毎
年
く
じ
で
選
び
、
地

方
裁
判
所
ご
と
に
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
り

ま
す
。
名
簿
に
載
っ
た
人
に
は
連
絡
が
い
き
ま

す
。

　
　
　

�

②
事
件
ご
と
に
く
じ
で
、
裁
判
員
候
補
者
が
選

ば
れ
ま
す
。

　

事
件
ご
と
に
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
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○
裁
判
員
制
度
っ
て
ど
ん
な
制
度
で
す
か
？

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員

と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告

人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う

な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も

ら
う
「
国
民
の
司
法
参
加
」
を
実
現
す
る
制
度

で
す
。
こ
の
制
度
の
創
設
を
内
容
と
す
る
「
裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」

（
裁
判
員
法
）が
平
成　

年
５
月　

日
に
公
布
さ

16

28

れ
ま
し
た
。

間
も
な
く
始
ま
る
裁
判
員
制
度
。�

　
　
そ
の
大
ま
か
な
内
容
を
、今
月
か
ら�

　
　
　
　
　
何
回
か
に
わ
た
り
、Ｑ
＆
Ａ�

　
　
　
　
　
　
　
　
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。�
裁
判
員
制
度�

　

こ
の
制
度
は
、
平
成　

年
５
月
ま
で
の
間
に

21

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

○
裁
判
員
制
度
は
な
ぜ
導
入
さ
れ
る
の
で
す

か
？

　

国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
人
た
ち
の

感
覚
が
、
裁
判
の
内
容
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
裁
判
が
身
近
に
な
り
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
司
法
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
を
取
り

巻
く
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

よ
り
良
い
社
会
へ
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
世
界
の
国
々
で
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
事
件

で
す
か
？

　

代
表
的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）

②
強
盗
が
、
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ
る
い
は
、

死
亡
さ
せ
た
場
合
（
強
盗
致
死
傷
）

③
人
に
け
が
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
死
亡
さ
せ

た
場
合
（
傷
害
致
死
）
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○
裁
判
員
に
な
る
た
め
に
、
資
格
は
い
ら
な
い

の
で
す
か
？

　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人
（　

歳
20

以
上
）
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
誰
で
も
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な

人
は
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
欠
格
事
由

●
義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
人
（
義
務
教

育
を
終
了
し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
識
の
あ

る
人
は
除
き
ま
す
）

●
禁 
錮 
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人

こ

●
心
身
の
故
障
の
た
め
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行

に
著
し
い
支
障
の
あ
る
人
な
ど

②
事
件
に
関
連
す
る
不
適
格
事
由

●
審
理
す
る
事
件
の
被
告
人
ま
た
は
被
害
者
本

人
、
そ
の
親
族
、
同
居
人
な
ど

③
就
職
禁
止
事
由

●
国
会
議
員
、
国
務
大
臣
、
国
の
行
政
機
関
の

幹
部
職
員

●
司
法
関
係
者
（
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士

な
ど
）、
警
察
官

●
都
道
府
県
知
事
お
よ
び
市
町
村
長
（
特
別
区

長
も
含
む
）

●
自
衛
官
な
ど

④
そ
の
他
の
不
適
格
事
由

●
裁
判
所
が
不
公
平
な
裁
判
を
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
た
人

○
裁
判
員
が
参
加
す
る
裁
判
は
、
ど
こ
の
裁
判

所
で
行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

　

ま
た
、
裁
判
員
に
は
日
当
や
交
通
費
は
支
払

　

わ
れ
る
の
で
す
か
？

　

宮
城
県
で
、
裁
判
員
が
参
加
す
る
事
件
を
扱

う
裁
判
所
は
、
仙
台
地
方
裁
判
所
本
庁
の
み
で

す
。
石
巻
市
内
で
発
生
し
た
事
件
で
も
、
裁
判

は
仙
台
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
裁
判
員
や
呼
び
出
し
を
受
け
て
裁
判

所
に
出
頭
し
た
裁
判
員
候
補
者
に
は
、
最
高
裁

判
所
規
則
で
定
め
る
旅
費
、
日
当
お
よ
び
宿
泊

料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

 
次
回
以
降
は
、
次
の
質
問
に
答
え
ま
す
。

○
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
？

○
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
の
で
す
か
？

○
裁
判
員
は
法
律
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
か
？

○
裁
判
員
の
守
秘
義
務
（
秘
密
を
守
る
義
務
）

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

○
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
を
家
族
や
親
し
い
人

に
話
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
？

○
裁
判
員
と
な
る
た
め
に
仕
事
を
休
む
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

○
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
ま
せ
ん
か
？

○
裁
判
は
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
で
す

か
？

 

・ 
　

仙
台
地
方
裁
判
所
石
巻
支
部
庶
務
課

　
　
　
　

�　

－

0
3
6
1
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裁
判
員
制
度
の
理
解
を
深
め
る
３
つ
の
メ

ニ
ュ
ー

　

裁
判
員
制
度
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
、

制
度
に
つ
い
て
の
疑
問
に
お
答
え
す
る
た
め
、

裁
判
所
で
は
次
の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１　

出
前
説
明
会

　

地
域
の
集
ま
り
や
企
業
・
団
体
に
、
裁
判

官
そ
の
他
の
職
員
が
伺
い
、
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
の
見
学
を
兼
ね
て
、

裁
判
所
内
で
説
明
会
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

時
間
は
、　

分
コ
ー
ス
、　

分
コ
ー
ス

60

１００

（
お
す
す
め
は　

分
コ
ー
ス
で
す
）

１００

　

な
お
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
裁
判
所
の
職

員
が
企
業
や
団
体
の
総
務
、
人
事
、
労
務
の

ご
担
当
者
に
説
明
に
伺
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

２　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
裁
判
員
」

　
　

の
貸
し
出
し

　

裁
判
員
の
選
任
手
続
き
や
役
割
を
分
か
り

や
す
く
描
い
た
ド
ラ
マ
「
裁
判
員
」
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
ま
た
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
約　

分
、
出
演
・

70

村
上
弘
明
、
山
口
果
林
ほ
か
）
を
お
貸
し
し

ま
す
。
団
体
で
も
個
人
で
も
結
構
で
す
。
も

ち
ろ
ん
無
料
で
す
。

３　

模
擬
評
議
へ
の
参
加

　

裁
判
所
で
は
、
数
か
月
に
１
度
、
午
後
半

日
程
度
の
日
程
で
、
裁
判
員
裁
判
の
中
核
を

な
す
評
議
を
、
架
空
の
事
例
の
中
で
実
体
験

し
て
い
た
だ
く
模
擬
評
議
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
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